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第1編第2章においては, 過 ( トランス 2ー-置換シクロプロピル) 酢酸のt-ブチルエステルを数種合成
し, その熱分解の研究を通じてシクロプロピルカルビニルラジカルの化学的挙動について検討を行ってい




第 2 編においては, シクロピロピルラジカルの化学的挙動について研究を行った結果について述べてい
る｡





よりフェニルラジカル (sp- ラジカル) に類似していることを結論している｡











































論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
シクロプロパン環を形成する炭素問結合は, 三員環の持つ大きな歪のために通常の炭素間飽和結合とは
著しく異なった電子状態を取っていると考えられている｡ このために, シクロプロパン環を分子中に含む








果を, 序論, 4編10章からなる本論および摘要にまとめたものである｡ 本研究で得られた主な成果を列挙
するとつぎのとおりである｡





















5) 従来未知で, かつ非常な困難の予想される α-シクロプロピルスチレンオキシドの合成に始めて成
功し, さらにこの化合物の酸触媒閉環反応を行って, その反応機構をシクロプロパン環と隣接するカチオ
ン中心との相互作用によるカチオンの安定化の見地から詳細に説明した｡
6) 少 くとも1個のシクロプロピル基を置換基として持つピナコールあるいは- ロヒドリン類の酸触媒
転位反応におけるシクロプロピル基の転位基としての異常に高い反応性を初めて確認し, これについて従
来ほとんど存在の明らかでなかったシクロプロパン環と遠隔位置のカチオン中心との相互作用によるカチ
オンの非局在化の立場から一つの解釈を提出した｡
以上を要するに本論文は, シクロプロパン環を分子中に含む種々の化合物の合成法を確立すると共に,
それら化合物の化学的挙動においてシクロプロピル基の示す特異性を構造との関連において立体化学的な
らびに反応機構的に詳細に研究して多数の重要な知見を得たものであって小員環化合物の化学に顕著な進
歩をもたらすと共に, 有機反応論における構造と反応性の問題に新しい分野を開拓したものであって学術
上および実際上貢献するところが少 くない｡
よって, 本論文は工学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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